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石の存在が明かとなった．乙の 4例はCチA ープを介しての，バルーンや， glyceryltrinilrate （ミリ
スロール卑） の使用，あるいは体外式衝撃波結石破砕療法（EメVVL）などによりすべて再手術なしで
遺存結石を消失させ得ている． L、チューブ留置の適応は， 1.胆嚢内に小結石の存在するもの， 2術











どは腹部外科医が日常よく経験する ζ とである．最近では経肝的lζ ドレナージを試る施設もみられ
るようになってきたが，何故Tチューブが長期間使用されつつeけてきたのかは大きな疑問である．
前述した（チ」ーブは，太いTチA ーブに匹敵する胆汁ドレナージ効果があり，胆道精査はTチュ
ーブに較べはるかに容易である．また合併症は殆んどみられないことから，新しい胆道ドレナージ
法としてTチューフに替わるものと篠信できる．我々の施設では，総胆管切開部を吸収糸で連続縫
合閉鎖し，（、チュープを留置し術後3～5日自に胆道精査後抜去している．従って総胆管結石症は
術後約1週間で退院可能となり，これまでの 1;3以下の入院期間で済み，通常の胆摘術と何ら変る
ことがない手術となっている．長寿とと もに総石管結石症は増加しており，入院期間の短縮は医療
費の節減にも，また“QualityりiLife＇’を向上させる上でも役立つものといえよう．以上Cチューブ
を利用しての遺残結石の防止法と， Tチューブにかわる胆道ドレナージ法につき，その開発lと至っ
た経緯を含めて説明した この（、チューブの有用性と安全性がより多くの施設で確認され，一般に
使用されることを切望するものである．
